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■研究の背景 

関節リウマチは、関節が破壊されて日常生活動作に著しい障害をきたす疾患であり、関節破壊をいかに抑制するかが

問題であった。そして生物学的製剤などが導入され、関節破壊の防止や日常生活動作の保持が可能になってきた。し

かし、関節リウマチは動脈硬化性疾患などの内臓合併症も多く、生命予後をも悪化させる、つまり寿命にも関係する

疾患であることが明らかになってきた。これは長期予後を考えた場合に大きな問題である。 

■研究の目的 

本研究班の目的は、厚労省研究班として初めて関節リウマチ患者の生命予後から見た至適医療についての提言することである。 

 

■研究の成果（１）臨床的視点から 

関節リウマチの治療は進歩し、治療薬の変遷に伴い患者さんの

疾患活動性は著しく改善した。 

◆生物学的製剤を使用した 2,746 例、 6,965.7 人年の生命予後

を検討したが、標準化死亡比 SMR は日常診療コホート IORRA と

差はなく、生物学的製剤投与で死亡は増えなかった。死因では

感染症、呼吸器疾患が増え、心疾患、悪性腫瘍が減少していた。 

 

この死因を欧米と比較すると、我が国では呼吸器疾患が多く心

疾患が少ないことがわかった。 

 

 

■研究の成果（２）医療経済的視点から 

関節リウマチ患者の医療経済学的検討を IORRA コホートの調査

を利用して実施した。 

 

 

■研究班からの提言 

本研究の成果より、関節リウマチ患者に対する至適医療を行う

ために本研究班から以下を提言した。 

 

■今後の課題 

本研究班事業により、現在の関節リウマチ治療の方向性は妥当

なものであるが示されたが、改善すべき点も残されており、特

に感染症、呼吸器疾患のマネージメントが重要であることがわ

かった。



 

 

 


